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照射によって生成される核分裂生成ガスは大部分が安定元素の Xe および Kr であるが，実験を
行なう上には放射性の，かっ，単一の元素について追跡するのが便宜であり，照射条件や実験方法か
ら本研究では 133Xe を追跡子として撰定した。燃料(試料)の照射条件は熱中性子束 3x 10J1 njcm2sec, 








金属ウランは 10- 5mmHg 以下の高真空加熱下でも雰囲気中の不純物ガスと表面反応を起乙し核分
裂生成ガスの放出に支配的な因子となるととがわかり，従来から報告されている拡散係数の 105 !C 
及ぶ相違は，これらの表面反応によって影響を受けていることを明らかにした。 10- 5 mm Hg の真











ウラン炭化物の 10000 C 以下の低温における核分裂生成ガスの放出は 10000 C 以上の高温におけ
る拡散による放出とは異なり，ウラン炭化物表面に吸着している不純物ガスとの酸化反応によって促
進され，酸化反応速度と不純物ガスの脱着速度との相関性から 3000--4000 C の低温で酸化が最も激
しく，かつガスの放出も著しく高くなることがわかった。 10000 C 以上の高温においては拡散のモデ
ノレに従った放出を示し，ウラン炭化物の化学組成，粉末と焼結体の区別，溶融体と焼結体の区別はな
く，ほぼ等しい拡散係数を示し， 1400口 C の拡散係数は 1x 10-16--2 X 10-15 cm2 jsec，活性化エネ lレ















ン焼結体は 12000 C 以上の加熱において焼結性が進行し，乙れに伴って核分裂生成ガスの放出が著し










Uキ2.000) よりも拡散係数にして 2-4 倍高くなることが認められた。
第 5 章においては核燃料の低温・低照射中に放出される核分裂生成ガスの挙動として，金属ウラン































各種の方法で製造した UC， UC2，それら混合物ならびに UC- ZrC, UC-NbC 等について実験を
行なっている。ウラン炭化物の 10000 C 以下の温度における核分裂生成ガスの放出は，主としてウラ
ン炭化物の表面に吸着している酸素による酸化反応によって促進され， 3000 --4000 C で放出が著しく
顕著なることを見出している。一方 10000 C 以上の高温では拡散の法則に従った放出を示し，ウラン
炭化物の製造法，化学組成に関係なくほぼ等しい拡散係数を示し， 14000 C におけ活性化エネノレギー
は50--85 Kcaljmol であり，乙の値より放出機構を考察している D
第 4 章は二酸化ウランからの核分裂生成ガスの放出について研究したものであって，理論密度90労
--96% の種々の二酸化ウラン焼結体を製作し， 密度， 比表面積， OjU 比および不純物ガスの影響
等と核分裂生成ガスの放出の関係を求めている口二酸化ウラン焼結体よりの分裂生成ガスの放出は
10000 C 以下ではウラン炭化物と同じように酸素による表面反応で促進される。また拡散係数の正確
な値を求めるためには密度96%以上のものを使用しなければならないとし， 14000 C での拡散係数活
性化エネノレギーを求め，従来報告されている値について考察を行なっている。また O/U 比は分裂ガ
ス放出とは密接な関係をもち，真空焼結体からの放出は水素焼結体よりも拡散係数にして 2--4 倍高
くなったと述べている。
第 5 章は核燃料の低温低照射中に放出される核分裂生成ガスの挙動を金属ウラン，ウラン炭化物お
よび二酸化ウランについて研究したものである。照射管内の空聞に放出される核分裂生成ガスは核燃
料の種類には無関係に燃焼度と試料の比表面積に比例する放出を示し，熱スパイクを主体としたノッ
クアウト機構によって放出されることを明らかにしている。
総括は以上の結果をまとめたものである。
本論文は各種核燃料物質からの核分裂生成ガスの主として拡散による放出と燃料の物理，化学的性
質との関連性について研究したものであって，本研究の結果核燃料の評価，原子炉における燃料棒の
設計，さらには無被覆燃料体の開発などに対する数多くの知見が得られた。このことは原子力工学な
らびに原子力工業の発展に寄与するところ大である口
よって本論文は博士論文として十分価値のあるものと認める。
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